
「＃わきまえない女  
＃めんどうくさい女  

＃うるさい女」になる 
 

久々に上野千鶴子氏（ＮＰＯ法人ＷＡＮの理事長）の講演をオ

ンライン配信で視聴し元気を頂きました。 

 

テーマは「どう生きる新たな時代！～動く・つながる～」です。 

 

（１）東京オリンピック組織委員会会長森喜朗氏の女性軽視発言で引責辞任 

女性軽視発言「女性がたくさん入っている

会議は時間がかかる…」問題が世界に発信

され、日本のジェンダー平等意識の低さを

露呈した。それを聞いた女性たちの声。 

＊「自分にもわきまえ癖がついていた。反

省した。」  

＊「こんな不当な扱いをガマンする理由は

これっぽっちもない！」 

＊ジェンダー平等意識を持った娘たちを

育てたのは上の世代の女たち 

＊「こんなことは自分の世代で終わりにしたい、次の世代に引き継がないように」  

＊年長の世代も変わった！ 

 

（２）コロナ禍があぶり出したジェンダー問題 

＊全国一律休校要請と休業補償→誰が子どものケアをするのか？ 

＊風俗従事者への差別  

＊シングルマザーへの窮状  

＊非正規労働者への打撃  

＊サービス産業の行き詰まり  

＊DV、虐待の増加  

＊世帯の問題点  

＊収入は減ったのに家事負担は増えている

／家計支出も増えている 

 

（３）加害者にも被害者にもならないそして傍観者にもならないために、わきまえな

い女、めんどうくさい女、うるさい女になる。 

＊そのとき・その場でイエローカード！  

＊Doing Gender 

＊Undoing Gender  

＊沈黙は同意、笑いは共犯 

   



 

（４）超高齢社会を生きる道 

＊安心して弱者になれる社会を！ 

＊安心して要介護になれる社会を！ 

＊安心して認知症になれる社会を！ 

＊障害を持っても殺されない社会を！ 

 

◆２０１９年 4 月 11 日東大入学式祝辞で、女性は「がんばっても報われない社会」と

述べたことが、今までにない若い人からの人気が高くなった。 

 

（５）どんな社会を手渡したいか？ 

＊「こんな世の中をつくってしまってごめんな

さい」と言わなくてもすむように・・・  

＊被害者にも加害者にもならない  

＊女が被害者でいつづけることが、次の誰かに

とっての加害者になる  

＊母親世代の最大の功績＝ガマンしない娘たち

／自然な平等感覚を身に付けた娘たちを育てた

こと！ 

 

（６）フェミニズムが変えたこと、変えられなかったこと、これから変えること。 

①フェミニズムが変えたこと     

・セクハラの不法化 

・DV 防止対策  

・痴漢の犯罪化  

・家庭科男女共修  

・男女混合名簿  

・お茶汲み廃止 

 

②フェミニズムが変えられなかったこと 

・労働と経済に切り込めなかった  

・労働側の譲歩に次ぐ譲歩の歴史  

・男女賃金格差  

・非正規雇用の拡大  

・女女格差  

・→男性稼ぎ主モデル＋ワンオペ育児  

・もたらしたのは格差社会！ 

 

③これから変えること 

・刑法改正（不同意性交罪／「抗拒不能」の削除／胎罪の廃止） 

・民法（夫婦別姓選択制／再婚禁止期間）  



・労働法制（均等処遇） 

・政治参加（クオーター制） 

 

 

 

(感 想） 

市川房枝氏が「権利の上に眠るな」と言われました。 

上野千鶴子氏は言われます「1999 年男女共同参画基本法が施行されましたが遅々とし

て進まなかったのは私たちが眠っていたからです。忖度しわきまえるとそのことが誰

かにとって加害者になるかもしれない。わきまえて吞み込んでしまうと口の中でどす

黒く残りどこかで吐き出さなくてはならなくなる。それが加害者になることです。」 

 

私もある程度わきまえない女でいようと思いますが、自治会など地方の会合では高齢

男性が多く女性は少ないのです。会議で意見を述べると「お前が喋るから会議が遅く

なる」「田中隆子は要らない」等々よく言われ傷つきます。 

わきまえない女を増やすことは、未来に加害者を減らす事ですね。頑張ります！ 

五輪開催やコロナ禍で閉じ込められていたことで、いろいろ見えてきました。 

世界からバッシングを受けて初めて問題になる体質は、黒船来航の時と同じ 

に思えます。これでいいのでしょうか？考えさせられます。 

   


